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微小乳頭癌について
癌細胞が線維血管芯を有さず微小乳頭状に増生する組
織型。膀胱、乳腺、大腸、肺、唾液腺、卵巣等の腫瘍で
報告されている。脈管侵襲が強くリンパ節転移、肺内転
移、遠隔転移、胸膜浸潤が多く認められる。
図１ 左肺割面
上葉に気腫性の変化を認めるが結節性病変は認められ
ない。
図２ 右肺割面
上葉に気腫性の変化を認める。腫瘤は見られないが微
小白色結節が散見される。
図３ 腫瘍の組織像
低分化腺癌像の他に、線維血管芯を伴わない微小乳頭
癌像が認められた。
図４ 免疫染色
リンパ管内皮を D2-40で染色すると、腫瘍のリンパ管
侵襲が明瞭に観察される。
図５ 骨髄への腫瘍転移
胸椎と腰椎の骨髄に転移巣が認められた。
図６ 食道への腫瘍転移
食道の転移巣においては外膜から粘膜下層に達する腫
瘍の増生を認める。
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